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1．研究目的

　出生時体重が同じものでも在胎期間の長短によってそ

の乳児の予後が異ってくることは予測される。轍と、在

胎期間に比べて出生時体重の小さい児（Sma里里・fordates

infant一以下S．F．D，と略す）においては、生命予後を

はじめ、身体発育、精神運動機能発達、罹患状況で他

の乳児（Large・for・dates一とかApPropriate・for・（1就es

infant）に比べて差が見られるど考える。・

　筆者らは、妊娠経過と分娩時の状態をあわせ観察し

て・新生児期から乳児期・さらに幼児期への追跡調査を

しているが・今回は上記の見地からS，F．D．群の生後

12か月までの身体発育調査を試みた。

　はたしてどれだけ在胎期間に比べて出生時体重が小さ

いものをS．F．D，と定義するかについては多くの意見

がみられるが｛Lubchencoユレ・2レらが、米国コロラド州の

資料から求めた在胎週別の出生時体重の曲線・船川4，・5，

が我が国の資料から得たものを参考にして得た曲線の

一3／2σ以下のものをS．F，D．群として採用して、この

調査を進めた。

2．　研究対象及び方法

　対象は、・昭和38年から42年までの5年間に愛育病院産

科で出生した児のうち船川氏原案の在胎期間と出生時体

重の関係を示した図の一3勉以下のもので、愛育病院保

健指導部（以下保健指導部と略す）に少なくとも生後1

3・5・8及び12か月の5回は完全に来部，して診察と指

導を受けている男児45人・女児57入計102人である。ま

た・対照群として同じ方法で一1σから一3／2σの間に属す

るもの328人を選び比較検討した。

　これらの乳児の各月齢における体重は、保健指導部受

診の際に測定され・聖ロカ式体重計を用いて109まで読

んである。

　対象の各月齢の体重の評価は、同年次に同院で生まれ

た児の総計（以下総計群）のそれと比較して行なった。

第1表　月令馴平均体篁

男

女

出生時
里　’か月

3　か月

5　か月

8　か　月
12　か　月

出生時
1　か月
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5　か月
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M
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4，皇09
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総 計 群

M
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6，55互
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9

3，互40、
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9
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750

852
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1）　各月齢別の体重

　各月齢別の平均体重を対照群及び同年次の愛育病院で

生まれた児の総計群と比較した。第1表にみられた通り、

男女児ともS，F，D，群が各月齢とも最も小さく、対照

群はS．F，D．群と総計群との中問の値をとっているが、

その差についてみると、第1図に示したように、S、F，D．

群は月齢とともに総計群との差が縮っているが、対照群

は1か月以後・月齢が経つとともに差が囲いていく。二

の傾向は女児より男児の方が著明である。すなわち、第

1図の基線は総計群の各月齢の平均体重を示し、S．F，

D群及び対照群のグラフがこれに近付くことは各月齢の

体震の差が小さくなることを示している。出生時におい

て、S．F．D．群は25％の差を以って最も大きく、1か

月時・男児9．7％・女児12．0％から12か月時には男児8．4

％・女児8．5％となっている。一方・対照群は1か月時

が男児4．0％、女児7．2％であるが、12か月時には男児

十5．0

0

一5．O

　　　（女）

舗1135812蜀三　力・　カ・　カ・　カ、　カ、

時月月月月月』

一10．0

　％

・○垂

7．9％、女児6．5％となって男児では1か年間に約2倍の

差ができる。

2）［Kaup指数

　月齢別のKaup指数を第2表に示した。体重と同様に、

Kaup指数の差を総計群を基準にして検討した。この結

果は第2図にみられる通りである。出生時において男女

児ともS．F．D．群は10％前後の差があるが・それ以後は

男女闘でその差を示す曲線の形が異ってくる。すなわ

ち、男児では、総計群のKaup指数より大きい値をと

る月齢がみられるが、女児にはそれが見られずS．F．D

群が最も小さい値で経過する。

3）　体璽曲線の分析（男女計）

　出生時、5か月、12か月の三つの時点の体重を結ぶ線を

用いて体重曲線の分析を行なった。この際第3図の如く

三つの型に分けた。すなわち、三点とも同じ体重区分に

あるものを工型・漸次上昇するものを皿型・下降傾向の

みられるものを皿型とした。なお、’この場合の体重区分

は同年次の愛育病院で出生した児の各月齢別、男女別の
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第2表月齢馴Kaup指数・

男

女

禺生時

1か月
3か月
5か月
8か月
12か月

S．F．D群
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第4表妊娠中毒症と体重曲線、、・

工　　　型 ■　　　型 皿　　　型 計

人　　　　％ 人　　　　％ 人・　　　％ 人　　　　％
・s

F

中
．
毒 症㊥ 4　　（20．O）

　　　　17，4

15　　（75．O〉

　　　　22，4
亙　　（5．O）

　　　　7．7

．20　　（100．0）「

　　　　　19．4
D

中毒症　e 19　　（22，9） 52　　（62．7） 12　　（14．4） 83　　（100．0）

群 82．6 77．6 92．3 80．6

計 23　。（22，3） 67　　（65，1） 里3　　（里2，6） 103　　（正00．Q）

100．0 100．0 匹ooρ 100．O

中　毒　症　㊥ 13　　（24．5） 31　　（58，5） 9　　（17．O） 53　　（100．0）

対 L3、8 24．8 8．5 16．6

照 中　襟　症一e 81　　（29．7）

　　　　86．2
94　　（34．4）

　　　　、75．2

98　　（35，9）

　　　　91，5
273　　（100．0）

　　　　83，4．

群 計 94　　（29．4） 125　　（37．9） 106　　（3窪．9） 326　　（100．O）
100．0 100．O lQO．O lOO．0

第5表出生時の状態と体重曲線

1　　　型 皿　　　型 皿　　　型 計

人・　　　％ 人　　　　％ 人　　　　　％ 人　　　　　％

S
F

異　　常　　㊥ 4　　（12．9）

　　　　L7．4
25　　（80．6）

　　　　37．3
2　　（6。5）
　　　　15．4

31　　（100．O）

　　　　30諏
D 異　　常　　e 夏9　　（26．4） 42　　（58．3） 11　　（15，3） 72　　（loO’o）

群 82．6 62．7 84．6 69．9

計 23　　（22．8） 67　　（64．9） 互3　　（真3，3） 103　　（100，0）
ioO，0 LOO．0 1QO．O 100．O

異　　常　　㊥ 25　　（29．8） 4長　　（39．1） 39　　（37．1） 105　　（100．O）

対 26．6 32．8 37．正 32．2

照 異　　常　　e 69　　（31，3）

　　　　73．4

84　　（38．0）

　　　　67，2
68　　（30．8）

　　　　62．9
221　　（真00．0）

　　　　　67．8

群 計 94　　（28．8） 125　　（38．3） 107　　（32．9） 326　　（1OO．0）
Loo．9 100．0 皇QO．O 皇00，0
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第3表　体重曲線の分析

工　型
皿　型
皿　　型

計

対照群

第3図　体重曲線の分析

S．F．D群

　人　　　％
23　　　22，3

67　　　65．1

L3　　　12．6

夏03　　　重00．0

　人　　　％
94　　　29．4

正25　　　37．9

正07　　　34。8

326　　　100．0

平均体重を基準にした。分析の結果は、第3表に示すよう

壱；S，F．D．群では五型カミ最も多く、五［型が最も少なく

12．6％である（Pく0．0工）。一方・対照群はほとんど差

がなく30％前後を占める。

4）妊娠中毒症と児の体重曲線

　母の妊娠中毒症の有無と児の体重曲線の関係を第4表

に示した。妊娠中毒症のあった母から生まれたものはS．

F．D．群19．4％、対照群16．6％でS，F．D、群にやや多

い。体重曲線を分析するとS，F、D．群では∬型が多く、

妊娠中毒症「有」75，0％・「無」62，5％となっいるが・皿型

は妊娠中灘症の無いものが多く14．4％を占めている。体

重曲線の各型のうち妊娠中毒症の占める割合を第4表に

示したが、S．F．D，群と対照群の両者の間に差はない。

5）　出生時の状態と体重曲線・

　出生時に児に何らかの異常のあったものは、S．F．D

群30．1％、対照群32．2％で差はない。

　体重頗線別にみると第5表の如く、S．F．D．群の異常

「有」では皿型が最も多く62．7％を占め、皿型が最も少な

く15．4％である，異常「無」も同様の成績である。一方、

対照群では、異常有。無間にほとんど差はなく・また各

型閲にも差はない。各型のうちで出生時異常の占める割

合は第5表に示した。S．F．D．群では1型17．4％・皿型

37．3％、皿型15．4％で∬型が最も多い。対照群は皿型が

5か月　12か月

5か月　艮2か月

5か11　12か月

　L＝X＞垂σ

　A：瓢±一身σ

S－1：一一｝σ＞×＞一書σ

S一夏1：X≦一書σ

37．1％で最も多く、1型が少なくて26．6％となっている。

　出生時にみられた異常は・衷皮劒脱・爪黄染などの胎

盤機能不全症候群を思わせる症状・強度チアノーゼの占

める割合が多い。仮死の頻度はS．F．D．群が8．2％で対

照群7．6％と殆ど差力｛なし、。

6）新生児期の状態と体重曲線

　新生児期に何らかの異常があったものは・S．F．D．

』群59．2％、対照群44．2％である。S．F，D群では第6…菱に

示すように・体露曲線の型との関係ほ工型が異常「有」が

27，9％異常「無」が14．3％、五型は逆に異常無群が73．8％

「有」が59．（）％となってヤ・る◇対照群は差はなヤ・。

　第6表には体重曲線の各型の異常有群の占める割合を

示した。各型ともS．F．D．群が対照群より多く各型間

第6表新生児期の状態と体重曲線

工　　　　型 ■　　　型 皿　　　型 計

人　　　　％ 人　　　　％ 人　　　　％ 人　　　　％

S
F

異　　常　　㊥ 夏7　　（27，9〉

　　　　73，9
36　　（59，0）

　　　　53．7
8　　（13．1）

　　　　61．5
6i　　（正00．0）

　　　　59．2
D 異　　常　　e 6　　（14．3） 31　　（73，8） 5　　（LL．9） 42　　（Loo．o）

群 26」 46．3 38．5 40．3

計 23　　（22，3） 67　　（65．1） 13　　（12．6） 103　　（真oo．o）

100．0 iOO．0 夏OO，0 ioO．0

異　　常　　㊥ 41　　（28．5） 50　　（34，7） 53　　（36．8） 144　　（皇00．O）

対 43．6 40．0 49．5 44．2

照 異　　常　　e 53　　（29，1）

　　　　56，4

75　　（41，2）

　　　　60．0
54　　（19，7）

　　　　50．5

182　　（皇00．0）

　　　　　55．8

群 計 94　　（28．8） L25　　（38，8） 夏07　　（32．9） 326　　（100．0）
しQQ．o 1QO．o 10Q．Q 100．○
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第了表月齢別体重区分（男女計）

出　　生　　時

か　　月

3　　か　　月

5　　か　　月

8　　か　　月

聖2　　か　　月

S．F．D群

L

　5
（4．9）

　5
（4．9）、

　5
（4，9）

　7
（6．9）

　LO
（9．8）

A

　23（22，5）

　29（28．4）

　35（34．3）

　27（26．5）

　26（2与、5）

S－1

　4里（40，2）

　38（37．3）

　44（43，2）

　36（35，2）

　36（35．3）

S一π
　　　人

（、。。1器％

（32，器

2912

（27．器

（3、．器

（29．器

対 照 群

L

　44（13．4）

　肪（16、8）

　4Q（皇2、2）

　39（n，9）

　42（12．8）

A

　正2皇
（36，9）

　119（36．3）

　監01
（30，8）

　民03
（3互．4）

　89（27．夏）

S一工
　　　人

（量。。曾31％

（4・1器

（34呈1

（431努

（411器

（421器

S一皿

　31（9．5）

　41（夏2，5）

　43（13．皇）

　49（14，9）

　58（生7．7）

L：X≧M十ユーσ　A＝M±よσ
　　　　　2　　　　　　　2

S一工；（M一看σ）＞×＞（M一暑σ）S－E＝X≦（M一号σ）

には殆ど差がない。

　新生児期異常は、皮下出血斑が最も多く・次いで所謂

初期嘔吐以外の嘔吐、以下、呼吸障害、強度チアノーゼ

と続くが・これらは対照群よりS，F．D．群に多くみら

れる。

了）　月齢別体重区分

　各月齢別の体重区分を第7表に示した。S・F・D．群は

出生時はS－1互（平均体重より一脆σ以下）に属るすが、

月齢とともにL群（平均体重より＋彪σ以上）が多くな

り、1、3、5か月が4．9弩、8か月が6．9％、12か月が

9．8％となる。また、平均体重をはさんで±％σの間に

含まれるA群は5か月の34．3％が最高で・他の月齢では

22．5～28．4％、S一五群との間に入るS一工群は各月齢

とも最も多い割合を占めている。一方，対照群は・出生

時がS一工群（平均体重の一1σと一3／2σの聞〉に属す

るが、月齢とともにS一∬群が増加してし1か月が9．5・

％、　3カ、月カミ12．5％、　5カ、月カミ13．1％、　8カ、月工4．9％、

12か月17．7％となる。またL群は3か月が最も多く16．8

％であるが他の月は差がなく1L9％～13，4％である。

4．考按

　Sma11・for－dates　infant（S，F．D・）の概念は、前述し

たように、Lub6henco”・2矯）らが米国コロラド州の出生

児について在胎期間と出生時体重について調査し、その

時求めた在胎週別出生時体箪の標準値より小さいものの

うち特に10バーセンタイル以下のものにおいて、死亡率

（特に1週内死亡率）・身体発育・罹患状況に問題があ

ると述べてふら注目され、一方，我が国では、船川4）・51

が同様の調査をしたが、この結果得られたものを標準偏

差を用いて階級区分を行ない在胎週別出生時体重曲線の

基準を作成した。この場合の一3／2σ以下のものが、

Lubcぬencσの10バーセソタイノレの曲線とほぼ等しくな

っている。それ故、我が国では船川の曲線で一脆σ以下

のものをS．F．D、として定義しているようで凄る。筆

者工oL1！1らは、昭和38年から42年までに愛育病院での出

生児を対象にS．F，D。の実態を調査したところ・船川

の曲線の一312σ以下に含まれる児において・1遇内死亡

率、新生児期異常等々の重要な事項で他の群よりも有意

な差がみられた。

　一般に、S．F．D，は在胎28週から32週までは少なく

て・満期になるとその頻度は高くなるといわれている

が、我々の調奄は藤井軌合志？レ、大浦8〕らの調査とほぽ

似た成績である。

　妊娠中に異常のあったものは、出生時体重が小さくな

る程その頻度が高くなり》特に、　S．F．D．群では高率

であるが、その中で妊娠中毒症の占める割合は他の群と

大差はなかった。しかし、藤井91らは、S，F，p，群に

は重症妊娠中毒症の占める割合は他の群より多いと述べ

ているが、我々の調査対象で妊娠中毒症が少なかったの

は、妊娠中の保健指導が充突していることをあげてよい

のではなかろうか。

　新生児期にみられた異常は・S，F．D．が高率を占め

ているがも特にこの中で呼吸璋害と強チアノーゼの頻度

・が高いのも、低出生体重児にR．D．S．（特発性呼吸窮

迫症候群）が多いことからもうなづける結果である。

　月齢別にみた平均体重のグラフについてみると、　S．

F．D．群が次第に総計群の平均体重に近付いでいるが、

男女ともS，F．D．より大きい出生時体重をもって生ま
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れた群（対照群）では、月齢とともに総計群のそれより

次第に差が出てくる。また、月齢別の体重区分をみる

と・S．F，D，群は月齢とともに「大」群（平均体重よ．

り十％σ「以上の群）が多くなっており、「小」群（平均体

重より一彪σ以下の群）に入る人数が減少している。し

かし・対照群では、S．F．D，とは逆に最も小さい群（平

均体重より一3’2σ以下の群）が次第に増加して、「大」

及び「中」群に入るものが月齢が大きくなるにつれて減

少して焼る。二れらのことは、色々の原因によるもので

あろうが、例えぱ、生後の栄養、生後の養護、罹患など

の問題が考えられるがS，F．D．というのは・むしろ胎内

におサる問題であるので、生後しばらくた？と母体の影

響が次第にうすくなってくるのであろうと考えられる。

5。結，び

　昭和38年から雀2年の5年問に愛育病院産科で生まれた

乳児のうち、般川氏原案の在胎期間と出生体重と、の関係

を示した図の一3／2σ以下に属するS．F．D．群102人に

ついて、12か月間の体重の経過を周生期の状態により分

けて調査した。

　結果は次の通りである。

1．　生後1年聞の体重経過をみると、S．F，D．群は次

第に他㊦群と差が縮まって同年次に生まれた乳児の平均

体重に近づいてくる。

2．生後1年間の体重曲線の変化は、漸次上昇する型

（∬型）をとるものが、S．F．D．群では最も多い。

3．妊娠中毒症の有無及び出生時の異常の有無に拘ら

ず、S．F．P．群と対照群との間には、体重曲線の変化

には差ぼない。

4。新生児期に異常のあったものの体重曲線の変化は、

1型が多く、皿型が少ない。

　稿を終るに臨み産科学的御教示を頂いた研究第1部我

妻鐸部長、野宋悦子博士に深謝します。

　尚、本論文要旨は第5回日本新生児学会に発表した。
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